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生懸の縣條班
　　　紳戸市立生懸槍査所大lt塚重藏

　生綜の品位格付上の要件電しては種々の項目があるであらう。例へば繊度、

類節、強力、抑度等は云ふに及ばす生綜の實質以外の方颪、例へば製綜工揚0）

情況及揚韮の財政、或ひは原繭の如何・工手σ）熟練、事業の管理法等を暴げる

時はY．E“枚馨liLgeがない、然し生綜の實質に關する品位上の格付に常っZ’最も

電要なるものは綜條班である。

　米國に於ても本邦生綜の最大鋏陥霊しで非難の蕪黙電なづて居るものは綜條

PJIiであつて殊に最近は雌峡隔が著しく塘加した霊云はれて居る。

　本邦生綜の綜條班猷態は覗在さんなものであらうか叉是か槍炎溺去は如何1こ

すれば最も適當であらうか、何故に本邦生綜に綜條班が多いのであらうか、・戊

是洲朔1策はないかに就い℃4・暫く考へて見fこい。

一、槍　奄　方　注

　｛1三綜の細太班を表示するには從來繊度の開差叉は繊度聯の目的繊度に集中す

る懸態、邸ち集中寧（向心度）に依つτ其均齊歌態を楡査したものであるが此ノ）一

法に依る畦は検尺器四百回（四五〇メートル双は二百回（二二五メーDレ）o）重

章にょり繊度を測定するのであるから其間に於ける綜峰班は互ひに零1澱して眞

σ聯條班の歌態を知るこε姻難である、最近に於てはゲージ、セリヅーン

等の器械が嚢案せられ是等の器械にょり懸條班を検査する様になつた、然し是

、等の器械も未だ絶封に完全なもσ）ミほ言ひ難いが從來の方法に比す才Lばより多

くの懸條班を検査し得られ検炎方法の如何によつては充分僑績するに足る成績

1を得るこミが出來るo

　今是が穣査方法を別ける時は大騰次σ）如くである。

　　　　1．繊度綜によゐ均法

　是は前述の如く一一定綜長を検ノく器にて取り其重量に，sり繊度を知りて其繊度
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σ）太細の舩態によりて班の度合を知る力怯であつて、是は懸長を短く取る程潰

に近い班の然態を知り得るものであるが大膿に於て検尺器にて四〇〇回（四五

〇米）・二〇〇回（二二耳米）・T－OO回（一一一二・五米）位を連纏的に二＋ホ乃至四

’i一本位A，e取りて其細太の然態を知るのであるが、雌か濃は其一定綜長聞の班は

互ひに相殺される映黙がある、又一イ1｛：につき連績的に取る繊匿締の木撒は多く

なればなる程より委しく班のナ吠態を知り偶るふ霊は添ふまでもない竜Sである

　今一櫨査につき検八器二〇〇回（二二五米）繊度綜四十本を取り之が繊度を一。

々量りて其最も太きもの電最細きものさの差即ち開差を知り置きて次に繊度聯

を二水宛合し（邸ち二〇本霊なし）て測定したる楊合の最も太きもの霊最も細き

もの霊の差を求め葡の揚合に比較す劇牒は殆き後者の開差は牟分位嬉なるので

ある廓ち綜長を長く取る程一暦班が相殺される澤である。、

　次表は二十一r中ミ十四申の生綜につき劣々二〇回調査せる成績であつて、表

申卒均繊魔sあるは供試同件の李均であり、開差は當該供試綜につき二〇Q回

（二二E米）織度懸四十本の揚合の最大繊度数S最少繊度撒ミの差M及四〇〇圓

（四五〇米）繊度綜二十本の揚合の最大樹度数さ最少繊潭撒Sの差を比較せるも

のである。

　　　　　　　」1　　　　尉目～』斐勝聾差上ヒ較表　　　　　　　　　㌧

「　　　　　（200圓繊度綜40禾ミ400岡繊度辮0禾）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　l

番　號

1

2

3

4

5

6

7

21　　　巾

不　均
繊　度

21，24

2L43

21．24

21。56

20。68

20，18

19，75

開　　　　　　叢

繊釜綿本／繊繍賑

7，25

13，50

8．OO

6．50

5，75

10，75

7，75

　4．75

、　8．50

　3、OO

　5．50

　5．25

　8．50

　4．50

14　　　巾

李　均
繊、度

114・16

13．64

14，64

14。80

13．60

13．56

12。95

開　　1　　L差1
繊熱鴉＊1繊繍跳．

，・

@、　　5祠．　　　　　　3，50

　　　5，7・s【　　3・5。

　　　旧1
a‘5e

a．75

8．50

6．OO

8．oo

　　　4．50

　　　1　，4175

　　　、400

　　　2，75

・　　　　3．75

rr @竃　，，コ　　’
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8 19．40 12．00 5．75 14．65

9 23．OO 玉L75 7．25 13．93

10 2L79 13．75 4．50 13．04

11 21．79 、11・0◎ 3．75 13．84

』2 2L28 7．75 475

13 21．2翼 8．50 5．75 14．44

14 21．16 H，50 §．75 13．70

15 22．40 10．oo 5．00

16 2Ll4 10．25　　　1
lS．46

17 20．69 10．OO 7．2S 14．55

1a 19．74 9．5d 8．50 14．75

19 2L69 8．50 3．75 14．04

20 21．70 6．50 4．50 14．14

合　計 423．07 190．50 110．25 280．08
飛

年　均 21．15 9．53 5．5！ 14．00

　　7．75

　　6．75
°　　　1

　　7，25

　　7，5Q

　　6．75

　　9．oo

　6．25

　5．75

　7，50

　570

　6、OO

　8．00

　8．75

14125

7．06

6．00

4．50

4．00

4．75

3，00

6，75

4．OO

2，50

4．75

2，75

3．75

425

4．00

8L75

4、09

　該表に依る時は二十一申の揚合はコOO卿内十本緻度懸o）開き九、五三デニ

ールに講し四〇〇回二十本繊度綜は五、充一デニ・…ルであり、十四中について

云へば七、〇六デニP・一一ルに封し四、〇九デニールである。jse　r．　十　一一中ε十四中S

に就いて見る時ta　：十噌中の方が逓かに開きが大である郎ち繊度が太くなる程

開きを娼’すqSがξ則ゐ。

　　　　2．　ゲージ機による力馬法

　燵は米入シrム氏の考案せる1ゲー・一・一ジ機を使用する方法であつで、師ち生懸を

當該繊度に掛磨する所定ゲー2内を通過せしめ切断しfこる揚合其原因を調査す

る方法であつて・シ…一ム氏の理想は生綜がゲージ機を通逓する揚合切断するは

藁懸に伺等かの峡隔があるからである、即ち継班或ひは太班又は纈節等・…霊

云ふ主義に基づいて作られたものであつて、切断した揚合其切口を取り之をセ

リメー・－f　一にかけて其太さに蜀する強力の差を利用して班の度合を槍査するノノ’

法である。然し此方法は現在では籐り行1まれすしてゲk・ジ機は懸條班を槍査す
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るニミよりも顯節の槍査に多く利用せられる様になつた。

　　　　3．　セリブv－一ンによるカ’法

　セリプV・一ンは米國チニ…・會肚の考案になり同趾よを｝嚢費せられて贋るも0）

であつて、本機は始め三爲して郷晒を検する爲に製作せられf：も0）で綜條班は

勢聡して肌れナ、に過ぎなかつf；が近時は鋤方法盆々鵬ビせられ班の試験

にも有効に使用せらるSに到つナこのであゐ。

　器械は箪に黙布板1；に一一一定量の生綜を整然ε巻砦付くるに止まつて云はば原

料の儘のξ嚇を織り．i二1搬融勿ミして見る標なものであらゆる繍が簡明に展

開される繹である。是が検査か法は≡ksして肉賑によるものであつて二通りの

方法がある。　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　’
　　ll，　桑票童繊壱こよるもo）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　I

　　b，　補助藩Sしてセリメt・・一ターを使用するも0）

　襟準板による方法

是は敷階級の標準εなるn・　g板を｛を1り齢…リブレーンに櫨取舛る供

試綜を一々擦準板ミ比較して等級を附すゐ方法であつて全くaンスペク2Pt・．一の

肉眼によるも，・5である、之は最も簡eq“：して熟練すれば眞を置くにメ避るの成績

を得るものであつて大彙検査に便利である。

・補助器ミしてセリメーターを側1按勧怯

鰍縦・リ脅一ツ蜷きi・SEの部分櫛りて之を拗・一タ“｝こ掛麟

働を騨）磯戯求め脚）1町恰を禰るものであつて最もも髄の方髄あ

る。齢生綜0囎位繊度麟｝する弓鋤は大器擁せるものであつて艶「デ＝

一ルJの強力はセリメLタ・・一にて三・五瓦乃至四瓦なちが故に生懸晶本の張力

を知る時は繊度を求むるこざを樽るものである。　u　　　　　　　’　・・

　當示rll炉市立生締槍査所に於てql；；・・一検査（生懸五総）申より縣長二千践百米を巻

き取り・肉眼によつて細矧の欺態撚査し班の部分を探嫉・リメ初・一に掛

け其強力に依りて繊度を判定するh此揚合班の箇駈全部を探り「てせリメーター

に依嚇査する認膿際姪難のこ・S（’あるから鋤lo）ftさの長短燃じ五

本フb至一トフ恒を・工≧λTセリメーター検査オ参行ts、も0）で達）る、「『ifしで剤三t系O）嘔蚤プ短よ隻葦
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内灘度の如伺により多少鍵化するも0）なるが故に、漁度大なゐ揚合は封一デx

一ルの強力を三、五瓦忘し灘度少なる揚合は四、O妬ミして換算するもρ）である

　綜條班は其程度により次の四種に1超別する，．

　　極細班　　極太班、（中心繊度より上下五〇％以上の開差あるもの）　、

・綱E」．・：　1　YEI（轡鋤・［二下ニニ五％以ヒ五゜％以下の開差a’る

　次に各繊度に封する限界繊慶及限界強力を表i示する時は訳の如1くである。

繊　　　度 班の種別 限界繊度 限界強力i軍位40瓦）
限界強力
i畢位防瓦ノ

極紬班
デユFル

@7DO
　グラム

E　　281

　　ヤ

浮田　　班 童α50 42 38

14デニール　・
太　　　班 17．50

　　　61マ　　　　　　　　　’

i

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

?@太　班
I　　　　　　　　　　l

@　21、00 「84 74

1

7．50 30 ’；　26

細　　　班 ’　　　1L25 45 ，39
15デ昌一ル

太　　　班 18．75 75 　　　　　争61　　　　　　　　　　　　　［

緯太班
，22．50 90 79

I　　I 極　細　班 8．50 34 30
1

系lll　　班 】2．75 51 「　　　45

17デ、ニー・ル

太　　　舐 21．25 呂5 74

極　太　班
25．5Q　　I IO2 、90

極細舐 9．50 ，　38 33

1 系田　　班 14．25 57

「igヂニール
太　　　班 23．75 95 1　　」　　　83

趣太班 28．50 114 100

1

極　細　班 10．50 42 37

細　」　班 15．75 63 55

21デ昌刷ル 太　　　班 26．25 105 92

極　太　班　　L 3L50 126 110

極　細　班 12．50 50 44

細　　　班 1875 75 66

、25デ昌一ル 太　　　班 31．25 125 1監9

極　太　班 37．50 150 130
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4一踊式綜獺駿示機による力怯　　R211　Bi峻駆圃

1本器は絹業試験揚棚橋技師の考案にかtsるもので

あつて一干米0）眺綜をSり連綾的に十米鯨に強力を

計り其大1isの愛化を紙面に表すものである。

　生綜の班は凡そ十メJ・一トル内外から三十メー・トル’

内外のも0）が最も多いのであるから、十メ副il；”ル侮，

に強力な調査すれば殆き洩れなく其綜め班を槍査緊

るこSが出桑ゐS云ふ所がら機械の設計を行へるも

0）であるか、必要に黙じ此畏さは鍵駆するこごを褐…

るものである。各部分の強力はオf圓の如く紙」：に直

線を以て表し其公稔繊度に鋤する張ヵ叉は申心強ソ」

より上下三〇％・五〇％等適髄る部分1こ横線を引

き其範閲外にあるものの数に依て罰黙を附し百細よ

り引張るのである゜

　今假りに窮圖の如く十四中の生懸に針しては中心

彊力を五〇瓦Sし、上下三〇％及五〇％師ち七五瓦

六五瓦、三五瓦及二二汽瓦に相當する所に横線を引き

七五瓦より大なるもの並びに二五瓦より小なるもの

を各極太班・極細班ミして一個につき二職減黙言し

夫以内六瓶以」・三瓶以下眺σ≧÷個につき畷、

を滅鮎sし之等総計な百黙より引禽りたるもσ）を以，

て懸條班辮i叡を附する時は

　　　　　　　　　　　　　個　撒
　　趣　　太　　瓢　　剛　　Ox2＝O

　：、　ブ7・9　　　　　　　　匹戴、　　　　　　．　7x】昌7　　　　　　　　　　　　・

　　iYlil　　　　　　　理正　　　　　　　　 8＞く1ラ〒r　8

　　極　　細　　班　　　　　　　O×．2irQ

　I　合　　　　　罰’　　　　　　　　15

　　潔占　　　　　　　　　倣　　　　　　　　IOO－－15＝85
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師ち八モ・五錨Sなる。

　叉儲圖の成績を％にて表せば．

　　　　　　操　　太・　班　　：　　　　0％

　　　　　　太　　　　 功i　 、ヒ @　・　　　7ヲ／e

　　　　　　荊II　　　　勢　　圏　　　　8％

　　　　　　棚　　細　　班　　　　　　、0％

　　　　　　計　　　　　　　　　　　ト　15％

彦口ち十五％電なる゜

　此左法は登部機械的に行ふものであつで最も適確なるものミ思はれるが未だ

實用的に大量検査に使用せられるに到つてゐない。

二、本邦生綜の綜條班状態

　　　　1．繊度検査上より見たる綜條班

　昨年度申剥1戸市立生綜検査所に於て五十件以上検査せる二十四工揚三千h二百

ご・卜一件につき竹内披師の調査せられたる成績は次の如くである。

　是は目的繊度十四中の生綜五紹を一組（一・一件）ミし之を検尺器にて四百回（四

五〇米）繊度縣二6木宛探りたる’もの｝革均繊度友開差に就て調査し便宜上左

の四等級に膿別したのである。

　　　一　等格　「　最優五〇圓高以上

　　　二　等　絡　　　　最優三〇圃高以上一最擾EO圓高以下

　　謹』離：酪　　　　最優以止’・一・一・一…　最擾三〇圓高以下

　　　四　等　格1』　最優似下・til　’、　1

　　　　　（a）　目的中心繊度に集申する割合

　生縣五紹を一件t”して昏紹得に四本宛め繊度綜、計二〇本を探り軍均繊度を

求め其繊度が目的繊度に集中する百分率並に目的繊度上下O、二五デニrル及

○、五デー＝・一一ル範圃に入る百分牽は次の如くである。

一一一一
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一一一h一
Ell萎撫iii　L

　　四等格は比鞍的優秀の成績を表して居る。倫詳細は吹表の如くである

　　　　　　　　　　1第　：・一一　　表

‘　　　　　　　　　　　目的繊度に集申する百分蘇重

コ：　場　　名

A　　π：　膓

B　　工，　場

G　　工　　」努

D　　工　　瘍

起　　工　、傷

li　工　　瘍

G　　工　　蛎

等　　　格，

％

33，33

29．31

25、00

22．74

20．87

王9．04

　　　　　　　l

rp　　均1　25．05
　　　　　　　，1

二　等・絡

　％
tt　28．16

23・09

2047

19．58

15．46

13．78

「20．09

三　弊　狢　　四　蝶　格

・Sl・・レ・6e・・

　　　　
2L78　　　　　　　　　　篁9．35

19．75　　　　　　　　　　19．11

14’°°

|　1＆5°
10．90　　1　　　　　　　　16．00

　　「ド　　15．15

　　卜・14．，。

17。78　　　　　　　　　　遡7．66

　最優五圓高のもので目的繊度に集中する百分傘は僅か二五％に過ぎない。以

下各格順次に逓減するざ難も最優三十圓窩、最優零最優以下Sの李均寧の差は

甚だ僅少である。

　目1的繊度以下○、二五デニール範園に入ゐものの百分as7M’○・五デニー聖範園

に騒ものの百膵は次の郷肺る・，　，…　　／t

　　　　　　　　　　第ま用表（其ノー一一・）”1・

　　　　　　　　　獅以下・・賜一碗園に入る百騨
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工　　携　　名

A　　工　　」努

、B　　工　　嶋

G　1工　　膓・

D　・工　　膓・

E　　エ　　ゴ窮

F　　工　　携・

G　　工　　瘍

耶　　　　　均

一　蝶　格

　　　％・、　　　6S，80

　　　61．03

　　　53，83

　　　53，39

　　　46．73

　　　38．87

53．28圏

二　等　絡

％

60，51

60，06

49、4フ

48．98

42，19

34，46

44，28

三　等　絡

　　％
　　5L19

1　　44，58

　　43．47

　　36．34

30、00

40．72

四　弊　格

　　　　％
　　　48．引

：　　　　48．03

41，68

44．11

43，70

4L60

39．39

44，72

1　　　　　第　　：：　　表　　（其ノニ）

　　　　辞中以下0・5デ『一一一ル範園に入る百分傘

工　　場　　名

A　　工　　鵬

B　　工　　携・

c　・エ．傷

D　　工　　場

E　　工　　傷

F　　二【：　∫舞

G　　工　　瘍

李　　　　　均

一　等　絡

s6’ISo

　83．11

・　78．88

7Z64

62．89

61．08

74．98

二　等　狢

％

77．95

77．31

75．2Q

73．69

77．71

65．48

73．56

三　韓　格

7タ171

71．31

63．08

56．QQ

50．88

63．80

四　等　’格

76．44

173・03

70，75

70，16

69．16

60．95

58、80

68，46

　上二二表に依れば大艘に於て上格綜の百分率は下格のものより高位にあるが最

下格（四等格）の成績は多少其趣きを異にし二等格乃至三等幣に辺i適して居る。

　蓋し此調査は綜長四百五十米の繊度綜二十本の軍均なるが故に其間に於て細

太李均せられたる感あり、殊に信州系ξ1三綜の四等幣にありては一暦其傾向があ

る。然し近年信州地方の生縣も大いに改善せられて從來他地力のξF綜より格段

の相違があつただけそれだけ改善溝歩が他より著しい事が種々の試纐の上に表
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はれてゐる競今市蜘こ遡る辮では陥回徽綜の二＋本宛の軸繊度1二

於七口的繊度十四デニール」：下O・二五デニール範國に入る腰良なる生綜は六

十五％前後で悪いものになる書三十％位である上下O、五f“＝　・一ル範園内に入

る優秀のも0）は八卜五％乃至九十％もあるが不良のものは五十％前後である。

而して十四中で李均繊度σ）許容範園の上下Ob二五デニ・一ル（」只は○、五デ」一

ル）に入る歩合が比較的少ない感がある。今調査工揚を其得署iにょり四等級に

臨分すれば次の如きものである。「

　　4　　　　　　第　　三　　表

目1’llj繊度」二鼎ド0．25テ“＝P・・ノレ範圃

1工劇歩合

60％以上＝入ルモノ

、50％以上＝入ルモノ

4Q％以上二入ルモプ

40％以下＝入ルモノ

2

5

12

5

　％
8．33

20．83

50ゆ0

20．83

目的繊度上下0．5Y＝一ル範囲

1エwwl”合

80％以上昌入ルモノ

70％以毒毘入ルモノ

60％以上二入ルモノ

60％以下篇入ルモ！

2

13

6

3

8．33

54．25

25．00

12．50

　O、二五デ＝一ル範圃に於ては五％以上に入るものは二十四工揚の内七工揚

（二九、一六％）に過ぎない然るに○、五デ＝…・一ル範圃内に入ゐものに於ては七〇

％以上のものは十五工揚（六二、五八％）の過牢数である。要するに範園を○、五

にすれば各格大差ない事を謹明される。　　　　「　　　　　　！

　　　　　（b）　繊　度　開　差

　繊度開差も李均繊ge　NS同様に生綜五紹を一組ミし繊度綜二十木宛探りプこるも

のの開差が四デ＝一ル、五デat・・一ル及六デニールの範園内に入る可き百分率を

調査せるものであゐ。　．一　、　　　　　　　　　　、　．　　声
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1－一入… P講ii：1
　以上は各格に封する各工揚の李均である。而して開差の乃『は卒均繊度より一＋一一

暦品質等級が明かになり。尚詳細の表は次の逼りである。

　　　　　　　　　　、第　　四　　表　　（其ノー）

　　　　　　　　開差四デニール範園に入るものの百分寧
　　　　　一lt－一一一p－－m－　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”■t－－rwv■hadi－h－＃k＃．一一．－V－一

エ、　　　膓

A　　工　　揚

B　二i：　場

c　　工　　場

D　　工　　霧

】ニ　コニ　揚

F　　工　　場

鱒　，　　　均

一　鯵　絡

4亀38

44．13

4L88

40．26

33．49

25．91

39．！8

二　等　格 三　等　絡

i　311871

27．03

26．79

20，60

19．70

13．78

24．40

2巷lso

21．69

18．17

17．88

11，00

18．31

四　鱗　格

3863

23．99

14．52

12．66

10’92

8，B2

441

15．14

第四表（其ノニ）
開差五デニ”ル範圃に入るものS百分率

一一’コ：　　　　瘍
A　　工　　瘍

B　　工　　揚

C　　工　　瘍

D　　工　　傷

】／］　工　　場

F　　工　　場

tls　　　　　均

一　尊　幣

761e53

77．89

76．15

70．82

66．99

64．79

二　等　格

61164

62，85

5＆83

56。67

50．60

4L36

72・7。1　56・16
　　　「

三　等　絡

51i58

55．41

45．64

43，62

29，00

46．25

四　等　絡

61129

51，90

・　　36、94

」　　　・32．16

30．87

30．24

24．99

38．34
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　第四表（其ノ三）
囲叢六デニール範園に人る｛，のo）百分傘　　　　，

工　　　　　瘍

A　　工　　場

B　　工　　膓

c　工　　嬰

D　　：じ　　」蕩

1弓　：【二　窮

．F　　］二　　∫勢

挙　　　　　均

一　等　格

％

g4．56

93」4

9LIO

89．21

8904

88．85

60．94

二等　絡

％

90．67

87．OO

81．20

79。35

79，28

74、53

83。01

三　等格

％

85．83

82．93

77．12

フ0．88

50，00

フ3，35

四　等　格

　タゐ
」79，13

78．94

6Z58

62．40

60．57

5440

52．92

64．42

　以．ft三表に依て見れば伺れの揚合に於ても大騰…等格より順吹に均齊度の遍

下して居るのが認められる、而して一’々に就て∫己れば下格の申にも上格のもの

以上の成績を示して居るものもある。開益の範園をi侠くする程各格の耶均％は

其差が多くなり綜格が明かになる、師ち四デニール範園0）揚合に於て一等格の

李均七二、七〇％に謝し四等格は三八、ヨ四％であるに六デニn一ル範園の揚合は

一等絡九〇・九四％に射しブ｛四、四二％で典差の割合がi侠くなる謬である。

　i次に是等各範國の得鼎iによ⑩全工揚を五等級に湿別すれば次の瓶りであるo

　　　　　　　I　　第　　五　　衷

P9・y・・　・・…鱒一ド，…［・’・・　一一・貢姻　i1・静リレ欄

i工撒ll　　　　l三塑L一陣敷
　　　　　　　　1
40％以iニノ　モノ

30％厭上二入ルモノ

20％爆上昌入ルモノ

10％以上a入ルモノ

10％以下二入ルモノ

4

3

7

8

2

70％以．kg入ルモノ

60％以上昂入ルモノ

50％以上＝入ルモノ

40％以上昌入ルモノ

40％以下晶入ルモノ

　4
1　5

　　6

　3
　　6

90％以＿ヒ昌入ノレ絶ノ

80％以上＝入ルモノ

70％以上sc入ルモノ

60％以上二入ルモノ

60％以下x入ルモノ

4

7

7

3

3
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　調査工揚数二十四の申四デニ・・一ル範園のものは整齊度藩だ少なく二〇％乃至

r・一・一 Z％内にあるも0）過‘ドを㌫めb双デ＝・・一ル範園の揚合には協々なるも大饅六

〇％乃至五〇％場i：に入るも0）が多い、六デニール範園にありては八〇％乃釜

七〇％以上のもの大部分を㍍めて羅ゐ。今繊度開藻の百分寧を判り易く曲線圓

々以て表す時は次0）如くである。1

　　　（別　　紙）

　　　　　（c：）　概　　　　痂

　以ヒ各工揚に鋤する李均繊度及繊度開差に就き調査した結果を綜合して概諦、

すれば

　（1）李均繊度に於ては大膿市揚格付に符合するも一・々について見れば中には

　　　穽常な相建のあるものもある・叉最優格滋下0）ものは比較的藤1的繊度に

　　　近いものが多い。

　（2）ZIS均繊度に於て優等綜ご劣等懸ざあ梱違は比較的少ない、許容範園0）口

　　　的繊度上下○、五デニー一ルに入る歩合が七十五％以上あるものは優良の

　　　方である。五〇％以下のもo）は此辮iに於ては不良のものε，謂へる。

　（3）繊度均聾度に於ては優良綜ごド等懸は明かに粗違あり審揚絡付霊繭致し

　　　で居るσ

　（・1）繊度開藻が四デ轟一ル範國に入るものの最高は五〇％以内、五デ謀叩ル

　　・範團の最高八〇％内外、六デ＝・・一・ル範園の最高が九五％である、赫して

　　　範團の贋くなるにあたり得i顧の」曾加摯に方全ては四デニ・一一ルから五デニー

　　　ルになる時が五デ轟一ルから六デニールになる時より遇に大である6

　（5）市揚に於て最優乃至」｛：．r．十圓高ご稗へらるsものは比鞍的繊度不良のも

　　　の多き感ありぐ此種の生縣は多く關西地ノ”0）裾物或は關東地方のもので

　　　原料は絹當優良なるものもあれさ能…率塘進に電きを罎き繰綜法其他技術

　　　等に留意少なき傾面がある゜　　　　　　　1

　（の繊度格付は李均繊度S均齊度即ち綜條班により決せらるsも0）で、，・2ド均

　　　繊度は躍に目的繊度S非常なる差あるや否やを試験する必要あるのみで

　　　生綜の翼慣は綜條の均齊にあるのである、李均繊度か如何に目蘭繊度に
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　　　一致してもi孫條班多昏ものは甚だ劣等である零謂へる。

　　　　（2）　セリプレーン検畳上より見たる綜條班

　一検査（生懸五総）申より綜畏二千五面米を探り肉眼に依つて緯條班の独態を

検査し班o）部分を探りてセリメーターに掛け期助によりて繊度を制定する方

法であつて其種別方法等は前遍の如くである。　　　，　　　　　　唱　　i

　　　　　（の　生懸の絡ミ懸條班

　本所の特別検査の最近0）成績に就き縣條班の厭態を調査するに訳0）如くであ

るo　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　’

絡 欄順陣畑・旨・酬太班
磁i撮サ睡釧撮サ1鰍睡長サ1纏陣・

最優五〇圓高以」二
o製 　％
ｿ20

個　　　ワd
n，2　0」71

2矧 諮 13

最優二〇圓乃至四（し圓高 0．8 0．33 0、40　Q，33 2．2 2．1 2．2 3．o

敢優乃簸一〇圓高 0．3 α27 0，7　　1．0 L9 34 1．7 2．4

　　　　　　　　1H子板乃董矢島 α7 1．o O．7　0．66 2．5 3．O 2．8 3．2

　本調査は市揚格付に依り各格共・i一工揚乃至二十工揚に就き調査せるものの李

均成綾であるb供試綜長は一工揚を一橡査霊し一槍査印ち生綜五紹に就き二千

五百米をセリプV－・ンに巻き取り班の数及班の擾さを槍査したものである。

　一一一・1綜條班は上格の生綜程砂く下格になるに從ひ多数の班か表れる、1特に極’

　　　細班、極太班、は下格になるに從ひ壇加する・

　一・・t・M最優二十圓乃至四十圓高0）ξ1三綜帥ち關西方面に於て最も多く生産せらる

　　　製生綜申には時…に優良なるものもあり、久甚だしくi劣等なるものもあり

　　　て其成績輝々である。　　　　　　　　　　　　　～、

　一・、綜條班申，）申心繊度より．ヒ下五〇％以上の開差あるものは少く多くは中

　　　心繊度より五〇％以内にtl二まるものであゐ。　　　　　　t．t

　－一、細班・太班の長さは一般に二〇rメートルコ乃至五〇rメpaトル」のものか

　　　母も多く極細班、極大班の侵さは多くは二〇Fメ…1・ル」以下のものであ

　　　ゐO　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　I
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－一一 E懸條班が一萬米の申に伺回あるものなるやを生綜の格灘照しτ示すE－．

　　大腿次のやうな懸態ミなる。

格

最優五〇圓高以上

最優四〇【套iトー一二〇圓高

最優i－一一〇圓高

朋子板一一矢　島

極太潮i　　級細班

阿

2

5

4

6

細　班　　太　鎌

回
16

18

14

2正

　　　　津（b）懸條班ε繊尺機繊度班（P比較　　　，

1検尺機に依り探りたる繊度綜の班霊セリブ，レージに依て探りtcる綜條班の検

査成績を比較鋤照しで表示して見る。

ユ．槍尺機百回←・…二、ff，メーDレ）繊鵬隈セリプレーン検査に於ける赫

　　　條班’

　　　　　　　調査繊度本緻　　一・六〇〇本

、　　格

最優五〇圓高以上

最優四〇圓一二〇圓高

最優一一一〇圓高

1羽子板一矢　島

麟田班1趣太班1細　副太　班
諺馴槍尺機膨馴槍咽課訓検膿i喫；1鰍機

2

8

3

7

20

0

0

0

0

0

2

4

7

7

20

r

o 50 131
｝　　　25 12

0 40 9 38 12

0 34 14 3董 6

O 49 7 31 13

0 ’73P 43 125 43

2．枷磯コ百回（二二五メートル）繊脚Eεセリプレーン検査に於ける綜

　　條班

　　　　　　調査繊度本撒　　一・・六〇〇本
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　　　　　　　卿概瞬太副細刎太鯉1・
格　　灘ゴ1検咽茎ニブ隆墨1豊婆1検」竺轡1豊劃型1

最優五〇圓高以上　　　　　　4

最慶四〇圓乃至二〇圓高　　　20

最優乃至一〇圓高　　　　　　19

朋干板乃至矢島　　　　　　25

　　計　　　　⊥68

o

o

O

O

O

、O　　　O

O　　　O

，・P・
20i　　O

39　　　0

’°l堰@4
88

70

130

389

14

6

6

30
lI

40

65

87

65

257

7

6

8

13

34

　木調査は一検盗に就き検八機百回繊度及二百回繊度綜各四十未宛各班幅に’ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ
検査（十工揚）を行ひ調査した繊度班S同一一材料から異つた部分をセリプレーン

に巻き取り調査せる班数の比較鋤照であつて綜長は共に同憎である。綜峰班の

規定は共に繭掲の通りである。即ち一四「デニ・reル」のものであれば極細班は七

「デ＝・－vル」以下極太班はニー「『デニール」以上細班は七「デニールコ乃至一〇・丑

0「デユール」太班は一七、五〇「デs・一一ル」乃至ニー「デca・・一ル」である。

　以上の結果を綜合して批評して見れば茨のやうな事が言ひ郷る。

　一綜條班は百回繊度検査のものに就いて調査するも倫セリプレーンに依て

　　　検査するものに比較すオもば極めyg少の班々楡出し得るに渦ぎない。

一・枷磯醐綴髄眼ける繊度班の申・鰍班・騨韓禰表れな
　　　い二醐綴姪つて醗然表柳・・皇醐亟細恥極鋤の部分は嬬

　　　長が極めて短いから強沢機百回若しくは二ff回を以て秤る時は其問に存

　　　在する細大班は亭均して互に相殺ずるを以て奨の紡條班は表れ癖い。

　一、綜條班の橡査に於て槍尺機検査はセリブレーン橡査に比較して如何なる

　　　程度に班が表れぢやを示す霊左0）如き，割合霊なる。

　　　　（セリブv一ン検査に表れfる綜條班7e　一一〇〇％霊すれば）、

　　　　　　　　　　　　趣細班．極太野1…　　　　　　細既・｝太潮i

　　　　百回繊度　　　0　　　 2g％

　　　　土百回繊度　　　　0　　　　　10％

一、検尺機を以て繊度検査を行ふ錫創こは以」：の理由に依り其秤最すべ辮
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　　　長は短い糧正確である、帥ち四百回繊度穣査より二百回繊度橡査がよく

　　　更に二百回緻度より百回繊度の方が・一展よい・秤景すべき綜畏が長くな

　　　るS部分的の一班橡査するこ凱ま困難霊なる。

　－ab槍沢機検森の繊度班により翼の班を知るこSは困難であるが繊度聯の散

　　　布状態により懸班の大艘の傾向は知り揚るものである、『換雷すれば繊度

　　　懸の集申寧のよいものは實際の懸條班もよいものが多い、似し此揚合は／1

　　　成るべく澤山の繊度綜を探る必要がある、僅かの繊度綜によりて翼の綜

　1　班を推知空るこ霊は甚だ危瞼である。

煮聯の品鰍査の囎帳櫨要漉のは其搬であつて細紛齊一なるこ

ごが生縣の品質敏定す徽輔題である・從つて綜條班の髄は生綜棚の

上に於て五割叉は六割o）重要度をもつてゐるのである。本所に於て多くの生縣

に麟き綜條班を検査した成績を調査誘るのに、現今市揚に於て稻へられる格付

を検査の成績S－・致するものもあるが叉往々異つた成績を表すものもある。即

ち公定格S生1綜0）翼償S適合するものもあり適合せぬものもある。從つて眞償

以一ヒに取引される生縦あり翼償凱ドに評灘れてゐるもo）もある謬である。

現今の生綜取引の實際懸態を見るに検査成績は同一であつても、其生産ユニ揚に

より甲は特壕絡に乙は最優格霊言ふ如くに遜i別して取引されてゐる0）であるが

是は韮呂レて輯在の検査法が不完全にして其検査の結果が不正確なる所より來

たるものであらう。奨の生綜の繊度を測定するこεは實際的には頗る困難な纂

てiある。本所に於ては一一検査師ち生懸五総中より繊度赫（検沢機二百回）四1一本

Sセリプレーン検査ミして別に二千五百米（各紹五〇〇メートル）を巻き取り繊

度検査を行つてゐるのであつて理論的には米だ完蚕なりSは言ひ難いが生綜取

引の性質上機敏を要し、また成るべく僅少のサムプルにより比較的正確なる成

績を知るものでなくてはならぬ。此錨を基準ミして考へるなれば此程度の検査

が袋當であるこ書が首肯出來るであらう。

三、綜條班防止策

綜條班の防止策ざしては獄家がTli究中であつて秘あるであらうカ・、大li



9σ　　　　　　　　　　　　上田懲綜鄭門學校同窓會報第十六號

次の二項目に基因するものでばあるまいか。

　　　1．　原料繭の關り係

　　　2．　繰　綜　方　法

　原料繭0）磁度0癖釜否及晶種0）混沓其他繭形の火ノFめもa）iを混同した揚合等も

勿論綜條班に關係あるこミならんも最も撹要なる事は解蘇の難易℃ある。即ち

解好不良なゐものは添緒するも落緒甚しく爲に細班を生じ叉添繕ゐ澗1に合は療

ナこめに落緒を兇越して束付をなし太班を成生せしむる等、解瀞京良なる原繭よ

り繰縦娩の購條班かftswth多霞雷ばねばならぬ撤に解静膿燃撚

繭を撰繹するミ同時に、特1こ解僻不良なるものには麺當なる艦抽晦使用して

解触蝕rならし蟷繍恥少力・らし泌こSが必要である・v”1

　繰綜方法に就ても種々あるべく例へば一工乎の愛持つべき繰綜臼敏の多少繰

砕廻韓の遅速等も關係あらんも最藁太なる事は添緒の良否セ組太班の防止装麗

σ）如4昭で’あるo

　現今班綜齢燐…する最大原圃は添緒の不完全言班綜防止装置め蕪い事である

現介の癩く添締を工手の指先1亭依て行ふものは是が熟練に良日月を要し然も熟

練主ε錐も是か添緒作業を行つて震際添綴し得る歩合は八〇％位であもε云ふ

に至つては實に歎かざるを得ないのである。其上近蒔能牽」曾こ遼が噴しぐ宜傅せ

られ工手は不熟練の都競ふて繰綜口数を多く持つ様になり、繰陣酬厘韓は蓮

められ自然添緒が間に合は嚇1概が出來て贋ゐ霊知りつ瑞蓮韓をな「しtS欧に’

束付をなして繭の細い部分を補ひ自然瓢蟹締を作るに至るもσ）である。故に菩

人は添衛の爲に土手の携施を使周するこごを止めて完全なる添緒器を使用した

いのであるb公ふまでもなく完粂なる添緒器霊はb　　ト

　　　ゴ．添緒歩合良好なるこS

　　　2．伽物鰍幡謡　・－　　r　・　L凱……1
　　　3．切端の折返るこ霊なく全く雁行に捜緒し傅右こS－　「’一’・・t

切端・・折勘を防ぐに醐端を綜礎む方陣嘆」鵬力｝如巌置洲練

ばよい0）である。

　短次にi班綜防1ヒ装置さしては・　・　　　　　　’　－1・Ttt　t／t　梵
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　　　1．太班の繰られナこゐ蜴合繰伜の1運轄を停止せしむるこミ

　　　2，細班の繰られナこる揚合繰伜の運聴を停［1二せしむるこε

　太班の繰られたる蜴合に運韓を停止せしむる時1よ自然大瀬0）揚合も停止する

澤である。是は目的繊度にi断する所定／2‘”一“ジ1勺を通過せしむる襟の法式による

のが良策ではあるまいかb然し是等の装置を作るこピは日に云べく甚だ易くし

て實際に行ふべく却々困難なこεである、けれさも之は近き將來に於て必らす

成功せられるこ霊を信するもσ）である。　　　　　　　　　　　　　　　1

　要するに現令の繰綜作業を分解して見るミ幾つかσ）要素に分けられるであら

うか、是等は工手の指先でやる仕事が甚だ多い故に研入は其内の幾分にても機

械を使用するごSを考へtxいのである1、留ひ換へれば現今の製綜工業をして膳

一暦機械化するこざであるo人闇o）肉骸のfi：事には疲勢があるtS人間の精紳に

は倦怠がある、如伺糧働いても疲勢するこざや倦むこミを知らない、機械の力

を借りるこざは製縣叢界の恥火急務であるミ宏はねばならぬ。然し是は一朝一

夕じそ予ほれ難い芒しても少くSも爽氣分を持て業に携はるこぎが暫人の使命で

はあるまいかo、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

、


